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学 校 番 号　　　

評  価
（総　合）

評　価
（総　合）

本　年  度  重  点  目  標

　魅力ある専攻科教育に努め、農業における技術の高度化、国際化、情報化に対応で
きる実践的能力を育成する。

　　Ａ　：　適切である

　新教育課程を効果的に活用し、学生の能力、適性及び希望に応じた進路支援を推進
することで、専門性を生かした進路実現を目ざす。

　　Ｂ　：　概ね適切である

　教員の「一人一研究」や「専門性向上研修」を推進し、先進的農業や先端研究を取
り入れた教科指導力の向上を図る。

　　Ｃ　：　やや不適切である

  農業に関する専門学科をはじめ、普通科、総合学科等他学科においても、積極的な
広報活動を行い、専攻科の教育内容を発信する。

　　Ｄ　：　不適切である

　県内の高等学校を牽引する専攻科として、地域や農業高校との連携を図り、農業高
校全体の活性化に努める。

　完成年度となる新教育課程に対してＰＤＣＡサイクルを確実に行い、円滑な教育活
動を展開する。

 具 体 的 目 標 具  体  的  方  策 項目ごとの評価 学校関係者評価委員会からの意見

広報委員会との連携を図り，専攻科の宣伝効果を高める。 A

学校訪問における宣伝効果を高める方策を考える。 B

講師の欠勤等に柔軟に対応できる仕組みを考える。 B

教務規定改善の周知及び評価基準の定着を図る。 B

専攻科卒業生で福岡県の教職に就いている人には声をかけ、参加増を図る。 A

総会に参加できる方には同学年の同窓生に声をかけていただくようにし、参加増を図る。 B

庶務職員の定期的な打ち合わせ会議を行う。 A

各行事の見直しを図り、効率化を図る。 A

成人として学生を育成する指導、支援を行う。 A

豊かな人間性及び社会で通用する能力を養わせる指導、支援を行う。 B

校友会を学生主体で活動できる組織となるよう指導、支援を行う。 B

学生が目標を設定し、見通しを持って行動できる組織となるよう指導、支援を行う。 B

企業説明会やオープンキャンパス、その他進路事業の情報を積極的に入手する。また、学生にも参加させて進路情報
をできる限り学生に提供し支援する。 A

担任及び専攻職員との連携を図り、学生の進路情報を共有し支援に活かす。 A

WEBでの説明会や面接に対応できるよう、PCやスマートフォンの利用について講習を行うとともに、利
用マナーの指導も行う。 A

企業説明会などに積極的に参加させ、事前指導及び事後指導を行い、社会人としてのマナー
アップにつなげる。

B

成人として、責任ある行動ができるよう指導、支援を行う。 A

学生生活を通して、目標達成に向けた見通しを自ら立て、行動できる能力を養わせる。 B

学年独自の時間を通してキャリア教育を行い、基礎的、汎用的能力を養わせる。 A

定期的に面談を行い、個々の状況を把握する。 B

進路指導部、専攻職員と学生の情報を共有し、状況に応じた個別対応を行う。 A

受験に対する意識を高め、履歴書作成および面接指導を丁寧に行う。 A

凡事徹底。提出物、持ち物の管理、掲示板を見て行動ができるよう促す。 B

1年次に購入した秘書検定の問題集で社会人マナーを学習させる。 B

週１回学科会議で学生の進路状況を出し合い、学生の進路達成につなげる。 A

各専攻での進路指導を充実させる。 A

新しい教育課程に対応したICT教材を検討する。 D

教育内容を実施する上で改善点があれば次年度に反映するようにする。 A
卒業研究、専攻実験実習及び専門科目を通して、科学的な視点を持たせ、専門的知識及び技術
を習得させる。

A

学生の自主的な態度を身につけさせ、問題解決能力を習得させる指導、支援を行う。 B

食品分野に関連した資格情報を学生に周知し、必要に応じて取得に向けた支援を行う。 A

専攻を中心に学科全体で学生の実態に応じた進路指導、支援を行う。 A

生活指導

進路指導

学生が希望する進路の早期決定を目指す

生物生産科

B

A

B

学校関係者評価

福岡県立福岡農業高等学校（専攻科）

自己評価

  自己評価は

Ａ

　「専攻科実験実習」や「卒業研究」を通して、確かな知識・技術の習得を図る
とともに、科学的思考力やプレゼンテーション能力を育成する。

　特別非常勤講師も含む教職員が連携し、専門性を生かした進路実現（大学編入
も含む）に向けた指導に努める。卒業生の講話や進路先等から情報収集、企業開
拓やインターンシップの充実を図る。

　研修会、企業及び大学訪問等から、各専門分野の先進的農業や先端研究につい
て知り、研究紀要への投稿や校内研修会を通して、職員相互の資質能力向上に努
める。

　適切な時期と内容の学校訪問、学生が自らの学びを振り返りながら高校生に専
攻科の魅力を伝えるオープンキャンパス、進路ガイダンスや出前授業の活用、Ｈ
Ｐ及びＳＮＳを用いた情報発信等で、魅力を発信する。

　専攻科の持つ知識や成果を地域や高校に積極的に還元する。また、専攻科特別
講義を、本科のみではなく、他校にもオンラインで実施することで、農業高校の
生徒の学びを充実させる。

　「卒業研究」を軸とした新教育課程を生かして、課題解決ができる力を身に付
けさせるために、新教育課程の確実な運用に努める。

教育内容の精選、充実を図る。

A

A

自彊の精神のもと、社会人として自ら見通しを持って行動できるように支援
を行う。

進路支援事業を必要に応じて行う。
今年度行った、卒業生講話（就職・進学)や１学年への進路対策など新規の取組を必
要に応じて来年度も企画する。平素の生活の中でも学生にアドバイスを行う。

A

令和５年度　学校評価書　（計画段階・実施段階）

具  体  的  目  標

Ａ

専攻科日記への月１回以上の掲載を依頼する。
高校のガイダンスへの参入を依頼する。
出前授業や探究の時間等を使った講義など高校との連携を模索する。

入学志願者の増加を図り，定員を確保する。

評　価（３月）

教　　務

同窓会の総会に参加できる福岡県内の教職員を増やし、専攻科の広報活動を
行う。70周年事業の充実を図る。

専攻科の諸行事及び後援会のスムーズな運営を図
る。

A
各行事の企画をなるべく早く実施し、職員の共通理解を深めながら進行する
ように努める。

渋滞や災害による講師の遅刻に対して、時間補充の措置を考える。
学生の出欠に関して職員の共通認識を得る。

A

専攻実験実習と卒業研究の関連性をさらに高め、卒業研究の見通しを持たせ
る。

１ 学 年

B

学生の動向を把握するため週１回の会議は継続する。進路指導を充実させるため関連企業の
内容等会議で情報の共有を図る。また、学生の進路先を増やすための取組も併せて行う。

職員集団が学生に大人としての対応等を見れる環境を構築する。

学　校　運　営　計　画　（４月）
校訓「自彊」（自らすすんで努力し、励むこと）に基づいた学校経営を行う。
（１）高い志を持ち、知・徳・体のバランスの取れた、農業の未来を創造する学生の育成をめざす。
（２）農業及び地域産業の発展に貢献できる優れた人材の育成をめざす。

学 校 運 営 方 針　

　次年度の主な課題

【令和４年度の成果】
１　教育活動に制限はあったものの、ＩＣＴ活用などの工夫により、概ね計
   画の通り教育活動を実施できた。
２　進路実現のため、社会人招聘や外部研修等を実施し、キャリア教育の充
   実を図った。学年及び各部、高等学校の進路指導部と連携し、2学年の希
   望進路実現に取り組むことができた。
３　オープンキャンパス、学園祭等では、学生が学びの振り返り、高校生に
   学びを伝えることができた。また、ＨＰの専攻科日記の日々の更新やＳ
   ＮＳを利用した広報活動の開始は、効果的な情報発信につながった。
【令和４年度の課題】
１　学生が専門性を生かした進路を選択し活躍できるように、特別非常勤講
   師の授業も含め、相互に関連性した講義や実験、研究を行うことで、よ
   り高度で専門的な力を身に付けさせる。
２  社会の変化と時代のニーズにあった教育活動を実践できるように、教員
  自身の研究や研修を計画的、継続的に実施することで、専門性向上に努め
  る。
３　農業に関心のある高校生に、専攻科の教育内容が伝わるように、ＳＮＳ
  を活用する等、広報活動を工夫するとともに、農業高校に専攻科の研究等
  を還元する取組を実施し、農業高校を牽引に努める。

昨年度の成果と課題

A

B

２ 学 年

庶務

専攻科卒業生の職員と連携し、同窓会の活性化を
目指す。

B

A

成人として責任ある行動がとれ、社会人としての
マナーも身に付ける。

A

A

A

積極的なキャリア教育を行い、個々の進路実現に
向けた各種能力を身に付けさせる。

Ｂ

・ICT機器（特にchromebookやiPad等）については
学校が用意することはなく個人で所有するべきだ。
学校で用意した端末は規制がかかりすぎて使い勝手
が悪い。大学のようにプリンターやプロジェクター
を数カ所に設置してどこでもミーティングやプリン
トアウトできるようにしてはどうか。

学生とコミュニケーションを取り、状況を把握して自己実現に向けた支援を
行う。

大人として自覚ある行動ができ、社会で通用する
能力を有する学生を育成する。

校友会組織の活性化を図る。

専門の関連大学、農業試験場、企業、農家等及び農業以外の産業との連携を図り、専門分野
の深化充実図り、より学習意欲の高い受験生増につなげる。各施設設備に老朽化が見られる
ため、改善の要求を行う。

専攻科の学習内容を生かし、個々の学生の特性に
応じたきめ細やかな進路指導を実施する

A

B

B
新しい教育課程に対応した教育活動と効果の上が
る教育内容を実施する。

指導方針の共有。事後報告ではなく担当に相談して指導する。

B

成人としての自覚を持たせるため、学生への対応の仕方、言葉遣い等全体で
共通認識をもって指導する。

自身の行動に責任を持ち、社会に通用出来うる学
生を育成する。

B

社会人として必要なマナーを日頃より習得させる

前期に８０％、研修旅行前（10月）までに９０％
以上の進路決定を目指す。

専攻、学科、学年とさらなる連携を図り、学生の希望進路実現のための情報提供、支援事業
の充実を図る。高校進路との連絡連携をしっかりと行う。本年度同様、学生の進捗状況の連
絡記録を充実させる。企業訪問、受験等の報告書をしっかり提出してもらえるように促す。

自治活動の組織として、学生全体で活動できるような環境となるように指
導、支援を行う。

A

自己評価及び学校関係者評価委員会の評価を踏まえた今後の改善策

・卒業生講演会などを充実させ、キャリア教育に注力する。
・オープンキャンパスや学園祭、卒業研究発表会に福岡県内全農業高校から教員にも参加してもらい、専攻科を周知してもらう。
・秘書検定など学生のキャリアに有効なものは進路指導や学年で計画的に取り組む。
・行事等を今まで以上に学生主体で実施し、教員はサポートに徹する。
・新カリキュラムの検証と、教務内規の見直しをすることでより充実した教育環境を整える。

評価項目以外のものに関する意見

・令和５年度は新カリキュラム完成年度なので実施状況等の検証が
必要。
・世界情勢や円安等諸事情あるが研修旅行の行き先は海外にすべき
だろう。研修内容もさることながら何と言っても宣伝効果も大き
い。

Ａ ・教務規定（新カリキュラム等）の評価については
問題なく実施できているので評価を上げて良い。

Ａ ・広報活動のさらなる推進を。

Ａ

・全体の評価を上げてよい。講義においても専攻科
の学生は大人だと感じるし、他の大学生と何も変わ
らない。総会、校友会、オープンキャンパス、学園
祭など十分できている。
・入学時の指導を丁寧に行い、その後は失敗しても
良いので学生に思い切って任せてはどうか。挑戦す
ることがプラスになると思う。

Ａ
・卒業生を活用することが非常に効果的。身近な方
の成功談の方が学生は集中して話を聞くことができ
る。今後も継続して欲しい。

Ａ ・良い指導ができて成果も上がっているようなので
このまま継続して欲しい。

Ｂ

・秘書検定等は進路指導または講義に組み込んでテ
キストの活用方法等をしっかり教育してあげるべき
ではないか。検定は今後の役に立つのでしっかり
やって欲しい。また、秘書検定は女子学生に人気が
あるなどニーズも様々なので、学生に合った検定等
を設定すると良い。
・持ち物の管理については、学校に置いて帰る傾向
もあるので検討してみてはどうか。

Ａ ・優秀な入学生を更に伸ばして欲しい。

食品関連産業への進路実現を図る。 A
専門性を活かした進路先の充実を図るために、企業へ訪問や研修に出向き、
企業との関係を構築する。また、学生へアンケート調査を実施する。

食品工学科

学科全体の専門性を高め、卒業研究の充実を図
る。

B

55


